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島根原発２号機の新規制基準適合性
確認審査申請にかかる県からの意見照会経過

　

島
根
原
発
２
号
機
の
新
規
制
基
準
適
合
性
確
認
審
査
申
請
に
つ
い

て
、
県
か
ら
覚
書
に
基
づ
き
意
見
照
会
が
あ
り
、
昨
年
、
12
月
20
日

付
け
で
、
申
請
を
了
解
す
る
回
答
を
県
に
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
県

は
、
周
辺
自
治
体
の
意
見
を
踏
ま
え
、
12
月
24
日
付
け
で
、
中
国
電

力
㈱
に
申
請
を
了
解
す
る
回
答
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
は
、
今
後
も
原
子
力
規
制
委
員
会
で
の
厳
格
な
審
査
を
期
待
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
審
査
内
容
を
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

島
根
原
子
力
発
電
所
２
号
機
の

新
規
制
基
準
適
合
性
確
認
審
査
申
請

平成25年
11月21日

中電から県へ、原子力規制委員会に島根原発２号機の新
規制基準適合性確認申請を提出するにあたり、県の安全
協定に基づき事前了解願いが提出され、同日、中電から
市へは、市の協定に基づき事前報告あり。

12月10日

市議会の総務委員会、原子力発電・新エネルギー調査特
別委員会合同委員会で、県知事から「島根原子力発電所
周辺地域住民の安全確保等に関する協定」にかかる覚書
に基づく意見照会に対する市の考えを提示。

12月13日 県から市へ、県の取扱方針とともに、覚書に基づく意見
照会あり。

12月15日 島根原発２号機の安全対策にかかる住民説明会を開催。
（内容は次ページをご覧ください。）

12月20日 県からの意見照会について、了解する回答。（下の囲み参照）

12月24日

県は、事前了解願いについて、中電に対して、県の意見
と合わせ、出雲市、安来市、雲南市並びに米子市及び境
港市の意見を踏まえた鳥取県からの意見も添えたうえで、
原子力規制委員会への申請を認めることを回答。

12月25日 中電が原子力規制委員会に対して、島根原発２号機の新
規制基準への適合性確認申請を提出。

　

今
回
、
行
わ
れ
る
島
根
原
子
力
発
電
所
２
号
機
の
新
規
制
基
準
適
合
性
確
認
審
査
に
関
す
る
申
請
に
つ
い
て
は
、
事

業
者
で
あ
る
中
国
電
力
㈱
が
「
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
申
請
が

な
さ
れ
、
原
子
力
基
本
法
に
基
づ
い
て
原
子
力
規
制
委
員
会
が
審
査
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
申
請
を
了
解
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
出
雲
市
民
の
安
全
と
安
心
を
守
る
立
場
か
ら
、
左
記
の
事
項
を
付
帯
意
見
と
し
て
提
出
し
ま
す
。

　
付
帯
意
見

【
中
国
電
力
㈱
に
求
め
る
事
項
】

１
．
再
稼
働
の
具
体
的
な
動
き
が
出
る
ま
で
に
、
安
全
協
定
を

締
結
す
る
こ
と
。（
※
）

２
．
原
子
力
規
制
委
員
会
に
お
け
る
安
全
性
審
査
に
つ
い
て

は
、
逐
次
、
規
制
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
開

さ
れ
て
い
る
が
、
専
門
用
語
が
多
く
理
解
が
困
難
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
適
宜
、
わ
か
り
や
す
い
言
葉
で
適
切
に

情
報
提
供
を
行
う
こ
と
。

３
．
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
際
し
て
は
、
非
常
用
復

水
器
が
適
切
に
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
な
ど
、
職
員
が
設

備
を
使
い
こ
な
せ
な
い
事
案
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
今
回

の
安
全
審
査
に
お
い
て
も
、
基
本
は
原
子
力
事
業
に
携

わ
る
全
て
の
職
員
が
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
機
器
を
使
い

こ
な
す
こ
と
が
大
前
提
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

こ
の
た
め
、
重
大
事
故
等
対
処
施
設
を
支
障
な
く
使
い
こ

な
せ
る
よ
う
に
人
的
訓
練
を
十
分
重
ね
て
、
万
全
の
体

制
を
構
築
す
る
こ
と
。

４
．
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
検
証
や
廃
炉
作
業
の
中

か
ら
、
地
下
水
対
策
を
含
む
汚
染
水
対
策
な
ど
新
た
な

知
見
が
得
ら
れ
る
場
合
は
、
規
制
基
準
に
盛
ら
れ
る
盛

ら
れ
な
い
に
関
わ
ら
ず
、
追
加
的
対
応
を
取
る
こ
と
。

５
．
地
震
や
津
波
及
び
テ
ロ
想
定
に
つ
い
て
、
常
に
最
新
の
知

見
を
取
り
入
れ
る
と
と
も
に
、
適
切
に
県
及
び
周
辺
自

治
体
に
情
報
提
供
し
、
防
災
・
安
全
対
策
に
反
映
さ
せ

る
こ
と
。

６
．
広
域
避
難
計
画
に
つ
い
て
、
避
難
や
避
難
所
に
お
け
る
避

難
者
へ
の
支
援
等
、
事
業
者
と
し
て
最
大
限
関
与
す
る

こ
と
。（
※
）

記

７
．
新
た
な
計
画
・
申
請
が
行
わ
れ
る
場
合
は
、
周
辺
自
治
体

へ
の
説
明
は
も
と
よ
り
、
住
民
に
対
し
て
も
説
明
会
を

行
う
な
ど
、
丁
寧
な
情
報
提
供
に
努
め
る
こ
と
。（
※
）

【
県
に
求
め
る
事
項
】

１
．
出
雲
市
を
含
む
周
辺
自
治
体
が
安
全
協
定
を
締
結
で
き
る

よ
う
、
引
き
続
き
必
要
な
支
援
を
講
ず
る
こ
と
。

２
．
今
回
の
安
全
審
査
申
請
と
原
子
炉
の
再
稼
働
と
は
全
く
別

の
議
論
で
あ
る
こ
と
を
、
中
国
電
力
㈱
に
明
確
に
回
答

す
る
こ
と
。

３
．
安
全
審
査
後
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

て
は
、
内
容
が
明
ら
か
と
な
っ
た
時
点
で
、
県
民
に
対

し
て
わ
か
り
易
く
説
明
を
す
る
こ
と
。

４
．
周
辺
市
に
意
見
を
求
め
る
場
合
に
は
、時
間
に
余
裕
を
も
っ

た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
行
う
な
ど
の
配
慮
を
す
る
こ
と
。

５
．
広
域
避
難
計
画
に
つ
い
て
、
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
配
布
方
法

や
避
難
手
段
の
確
保
等
、
実
効
性
の
向
上
を
図
る
取
り

組
み
を
、
積
極
的
に
講
じ
る
こ
と
。

６
．
避
難
に
際
し
て
主
要
な
避
難
路
と
な
る
国
道
４
３
１
号

線
、
県
道
斐
川
一
畑
大
社
線
の
整
備
を
、
積
極
的
に
取

り
組
む
こ
と
。

【
県
を
介
し
て
国
に
求
め
る
事
項
】

１
．
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
安
全
対
策
上
重
要
な
事
項
に
つ

い
て
、
周
辺
自
治
体
の
意
見
が
十
分
反
映
さ
れ
る
よ
う
、

新
た
な
制
度
の
創
設
を
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
そ
の
間

の
暫
定
的
措
置
と
し
て
、
電
力
事
業
者
と
の
安
全
協
定

が
締
結
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
（
※
）

２
．
広
域
避
難
計
画
が
よ
り
実
効
性
の
あ
る
も
の
と
な
る
よ

う
、
国
の
関
与
を
強
め
る
こ
と
。

（
※
）：
県
の
意
見
に
含
ま
れ
な
い
事
項

「
島
根
原
子
力
発
電
所
周
辺
地
域
住
民
の
安
全
確
保
等
に
関
す
る
協
定
」
に

係
る
覚
書
に
基
づ
く
県
か
ら
の
意
見
照
会
に
対
す
る
市
の
回
答
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昨
年
12
月
15
日
、
市
役
所
で
約
１
０
０
名
の
方
が
参
加
さ
れ
、「
中
国
電
力
㈱
島
根
原
子
力
発
電

所
２
号
機
の
安
全
対
策
に
か
か
る
住
民
説
明
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、市
民
の
皆
さ
ん
に
、

島
根
原
発
２
号
機
の
安
全
対
策
状
況
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
原
発
の
安
全
対
策
に
対
す
る
疑
問
や
不

安
に
感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
の
意
見
を
聞
く
た
め
開
催
し
た
も
の
で
す
。
主
な
質
問
や
意
見
等
を
紹

介
し
ま
す
。

島
根
原
発
２
号
機
の
安
全
対
策
に
か
か
る

　

説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
！

保
し
て
い
ま
す
が
、
電
力
需
給

は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。
長
期
に
わ
た
る
供
給
力
確

保
に
は
原
子
力
発
電
が
必
要
で

す
。（
中
電
）

万
が
一
事
故
が
あ
っ
た
場
合
、

補
償
が
で
き
る
の
か
。

原
子
力
賠
償
責
任
に
関
す
る
法

律
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
原

子
力
事
業
者
は
無
過
失
無
限
責

任
を
負
わ
さ
れ
て
い
る
と
同
時

に
、
保
険
に
よ
り
千
二
百
億
円

を
上
限
に
緊
急
に
補
償
を
行
う

仕
組
が
で
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、

不
足
す
る
部
分
は
、
国
が
援
助

し
な
が
ら
体
制
を
整
え
て
い
く

仕
組
で
す
。（
中
電
）

福
島
事
故
の
原
因
究
明
が
道
半

ば
で
あ
る
の
に
、
新
規
制
基
準

で
再
稼
動
し
て
い
い
の
か
。

原
子
炉
建
屋
内
に
立
ち
入
る
こ

と
が
で
き
な
い
状
況
で
、
原

因
の
全
て
は
見
え
て
い
ま
せ
ん

住
民
説
明
会
で

寄
せ
ら
れ
た
主
な
質
疑
な
ど

電
力
が
余
っ
て
い
る
の
に
、
な

ぜ
危
険
な
原
発
を
再
稼
動
さ
せ

る
の
か
。

現
在
、
古
い
火
力
発
電
所
を
フ

ル
稼
働
し
な
が
ら
供
給
力
を
確

原
子
炉
圧
力
容
器
は
、
中
性
子

に
よ
る
脆ぜ

い

化（
※
）が
あ
る
が
、
年

数
が
経
て
ば
危
険
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
に
は
百
基
を
超
え
る

原
子
炉
が
あ
り
、
既
に
40
年

を
超
え
た
原
子
炉
が
数
十
基
稼

働
し
て
い
る
と
理
解
し
て
い
ま

す
。
原
子
炉
圧
力
容
器
の
脆
化

は
、
デ
ー
タ
を
取
り
な
が
ら
確

認
し
て
い
ま
す
。（
中
電
）

（
※
）原
子
炉
圧
力
容
器
の
鋼
鉄
に
、中
性

子
が
当
た
っ
て
粘
り
気
を
失
い
、

衝
撃
に
弱
く
な
る
こ
と
。

プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
は
ど
う
な

の
か
。

既
に
自
治
体
か
ら
の
事
前
了
解

や
国
の
設
置
許
可
は
頂
い
て
い

ま
す
が
、
今
後
の
計
画
は
未
定

で
す
。（
中
電
）

災
害
対
策
は
30
㎞
圏
で
い
い
の

か
。

福
島
事
故
を
受
け
、
国
が
法
や

指
針
に
基
づ
き
従
来
の
８
～
10

㎞
で
定
め
て
い
た
災
害
対
策
の

準
備
を
す
る
範
囲
を
30
㎞
圏
に

広
げ
た
も
の
で
す
。（
中
電
）

山
口
県
は
上
関
原
発
を
見
合
わ

せ
た
。
な
ぜ
島
根
で
稼
動
さ
せ

る
の
か
。

将
来
の
電
力
供
給
体
制
を
考
え

た
場
合
、
島
根
原
発
及
び
上
関

原
発
と
も
に
必
要
な
電
源
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。（
中
電
）

が
、
地
震
に
よ
っ
て
原
子
炉
が

自
動
停
止
し
、
そ
の
後
の
津
波

に
よ
っ
て
原
子
炉
の
冷
却
機
能

が
失
わ
れ
た
と
い
う
主
要
部
分

は
見
え
て
い
る
と
考
え
て
い
ま

す
。（
中
電
）

放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場

の
目
途
が
立
た
な
い
中
で
の
稼

動
は
無
責
任
で
あ
る
。

最
終
処
分
場
の
選
定
に
つ
い

て
、
今
後
は
国
が
前
面
に
出
て

対
応
す
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

当
社
と
し
て
も
、
こ
う
し
た
活

動
に
協
力
す
る
と
と
も
に
、
理

解
し
て
い
た
だ
く
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。（
中
電
）

島
根
原
発
は
何
ガ
ル（
※
）
に
耐
え

ら
れ
る
設
計
な
の
か
。

原
子
炉
を
設
置
し
て
い
る
岩
盤

上
で
６
０
０
ガ
ル
の
揺
れ
に
耐

え
ら
れ
る
設
計
で
す
。（
中
電
）

（
※
）地
震
の
揺
れ
の
強
さ
を
表
す
の
に

用
い
る
加
速
度
の
単
位
。

避
難
道
路
の
早
急
な
整
備
が
必

要
で
あ
る
。

市
で
は
、
平
成
18
年
か
ら
継
続

し
て
県
に
避
難
道
路
の
整
備
を

要
望
し
て
い
ま
す
。（
市
）

自
然
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
や
普
及
を
進
め
る
べ
き
で

あ
る
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
非
常
に

重
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
、
当
社
に
お
い
て
も

福
山
市
に
太
陽
光
発
電
所
を
設

置
し
て
い
る
ほ
か
宇
部
市
に
も

設
置
す
る
計
画
で
す
。
電
力
の
安

定
供
給
に
は
、
各
種
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
バ
ラ
ン
ス
が
大
事
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。（
中
電
）

お
た
ず
ね
／
防
災
安
全
課
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